
～保育士が働きやすい職場づくりに向けた取り組み 好実践事例～ 

★CASE 8★ 

シオン保育園（西ノ島町） 
【保育園DATA】 
 ○所在地：隠岐郡西ノ島町別府149-9 
 ○法人名：社会福祉法人シオンの園 
 ○定員  ：40名  
  ※平成29年10月4日時の在籍数47名 
 ○職員構成 
  ・正規職員8名（栄養士1名・調理師1名含） 
  ・嘱託職員3名（幼稚園教諭1名・看護師1名含） 
  ・パート職員2名 
  ・保育補助員5名 
 ○法人内他施設 
  ・シオンこひつじ保育園 
        （Ｈ30.4.1松江市内にて開所予定） 
   

保育園は家庭の延長である 
保護者と子どもの思いを大切にする 
自分を大切にする 

☆大野光信先生の略歴☆ 

 ・横浜でキリスト教の牧師になる 

 ・子育てを地元でしたいと思い、西ノ島町に戻る 

 ・平成元年副園長になり、その後園長となる 

○記録の簡素化 
 習慣化している連絡帳や記録の書き方を見直し、「この記入欄をなくしたらどうなる
か」「これを記入する意味はどこにあるのか」などを考え、また、「やり過ぎ」の部分が
ないかを検討しました。記録の目的を果たす情報を精査し必要最小限にして、シンプルな
形や方法を考えました。  
 保護者との連絡帳を複写にして、そこに記入した内容がそのまま子どもの一日の記録と
なるようにしました。また、1～2年後に読み直した時にも必要なことを書くように心が
けています。連絡帳はクラスの担任でなくとも、その日その子をたくさん見ていたり、接
したりしていた職員が書くようにしています。「書ける人が書く」「次の日に書き物を残
さない」という事を念頭に置いています。 
 
○研修会への積極的な参加 
 丁寧な保育をしようと思うと、必ず壁にぶつかることや悩むことが出てきます。主任や
先輩保育士に聞いて解決できる事もありますが、園外での研修に参加する事で、直接的な
回答は見つけられなくても解決の糸口を見つけることが出来ると考えています。 
 また、研修イコール専門性の勉強という面だけでなく、研修会に参加することによって
対外的に評価されることも重要だと考えています。日々の仕事の中で評価されることの少
ない保育士にとってモチベーションを上げるためにも積極的な参加を促しています。 
  
  

保育士がいきいきと働く環境を整備するために 

○大野 光信 園長が大切にしていること 

島根県社会福祉協議会 島根県福祉人材センター 



 1年ごとの契約でコンサルティング会社の方に来てもらい、法人内の職員全員に対してカウ
ンセリングやグループワークなどを行っています。管理者に対しては、働きやすい職場づく
りについての講義を聞いたり話し合いをしています。 
 特に管理者については、今までひとりで悩んだり考えていた事が第三者が入ることで解決
の糸口が見えたり、解決できる楽しさが出てきました。その結果ストレスがかなり減ったと
感じています。また、主任は率先してみんなが楽しく仕事ができる環境を整える役割が求め
られることを学びました。 
 保育士からは、「園長が話を聞いてくれるようになった」「職場が変わることを実感し
た」との声が聞かれるようになりました。また、「主任は職員全体の良い調整役になってき
ている」と感じています。 
 
 

シオン保育園での取り組み紹介①「コンサルティング会社を活用した人材育成と課題解決」 

☆職員の声☆ 

 学校卒業後はそのまま兵庫県で働いていました
が、地元に戻りシオン保育園に就職しました。そ
の後一旦退職し、海外青年協力隊のシニア海外ボ
ランティアでカンボジアとネパールへ行き、保育
士養成校で７年間教えていました。帰国後はまた
シオン保育園で働いています。 

 このような経験から保育に対して大らかな気持
ちを持つことできるようになり、子どもに対して
はもちろん、保護者や同僚に対しても自然体で接
する事ができるようになりました。 

坂田 優子先生 

・保育士歴は20年 
・2歳児を担当 

島津 望先生 

・保育士歴は12年 
・0.1歳児を担当 
 

 学校卒業後２年で地元に戻りました。すぐに保
育士の仕事がなく他の仕事を１年程していたとこ
ろ、シオン保育園で退職者があり応募しました。
それからずっと保育士として働いています。 

 子どもたちが大好きで、仕事を辞めたいと思っ
た事はないです。嫌な事もありますが、自宅で一
人で過ごす時間が心地よく、ストレス発散に役
立っています。悩みなどは、主任や同じクラスの
先生に聞いてもらえるので、自分でため込むこと
はありません。 

 

 

 ♪ 保育っていいな ♪ ～日々の1コマより～ 

バイキング給食 お芋がたくさん・・・ 
白バイの交通安全教室 

シオン保育園での取り組み紹介②「法人内他施設との交流」 

 法人内には保育園の他に、精神障がい者のグループホームや就労支援事業所などがあり、
子どもたちは保育園内外で障がいを持った人たちに接する機会が多く、社会の中に様々な人
がいることを体得しています。彼らが社会の中で特別な存在ではなく、当り前の存在として
受け入れられていることを身近で知ることは、子どもたちが成長していく過程で重要なこと
であると考えています。社会には様々な人がいて様々な生き方をしていることを知ることは、
子どもたちが大人になった時に、大きな財産になるのではと思います。 
 
 
 
 


